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論文題目  『古事記』歌表現の研究 

 

氏名  山﨑  健太 



『
古
事
記
』
歌
表
現
の
研
究

目
次序

章第
一
節

笹
葉
に

打
つ
や
あ
ら
れ
の

―
―
歌
の
担
う
語
り
―
―

一

第
一
項

序

第
二
項

歌
に
即
し
て

第
三
項

結
び
と
し
て

第
二
節

問
題
意
識
の
設
定

十
二

第
一
項

先
行
論
「
民
謡
転
用
」
と
「
叙
情
詩
」

第
二
項

先
行
論
、
歌
の
作
る
「
叙
事
」

第
三
項

歌
、「
歌
謡
」
と
「
和
歌
」

第
四
項

叙
情
表
現
と
い
う
枠
と
本
論

第
一
章

歌
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト

―
―
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
中
心
と
し
て
―
―

第
一
節

ミ
ヤ
ズ
ヒ
メ
の
位
置

―
―
記
紀
間
の
比
較
を
通
し
て
―
―

二
九

第
一
項

問
題
の
所
在

第
二
項

歌
の
や
り
と
り
の
有
無
を
通
し
て

第
三
項

歌
の
表
現
構
造
か
ら
導
か
れ
る
こ
と

第
四
項

出
自
の
表
記
か
ら

第
五
項

結

補
節

「
妹
」
と
の
婚
姻

―
―
「
崇
神
記
」
と
「
継
体
記
」
―
―

四
三

第
一
項

問
題
の
所
在

第
二
項

「
欠
史
八
代
」
で
「
妹
」
を
娶
る
こ
と

第
三
項

「
崇
神
記
」
に
お
け
る
結
実

第
四
項

崇
神
の
娶
る
女

第
五
項

「
欠
史
八
代
」
に
お
け
る
「
妹
」
と
の
婚
姻
と
「
崇
神
記
」

第
六
項

継
体
天
皇
と
妹
の
婚
姻

第
七
項

結

「
継
体
記
」
に
お
け
る
「
妹
」
と
の
婚
姻

第
二
節

を
は
り
に

た
だ
に
む
か
へ
る

―
―
古
事
記
が
歌
に
求
め
る
機
能
に
つ
い
て
―

六
五

第
一
項

問
題
の
所
在

第
二
項

テ
キ
ス
ト
の
中
で
の
話
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

第
三
項

記
紀
を
対
照
さ
せ
て

第
四
項

『
古
事
記
』
が
歌
に
求
め
る
機
能
に
つ
い
て

第
三
節

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
、
白
ち
鳥
の
向
か
う
先

―
―
歌
の
働
き
に
よ
っ
て
発
生
す
る
テ
キ
ス
ト
間
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
―
―

八
一

第
一
項

序

第
二
項

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
の
歌
に
つ
い
て

第
三
項

ミ
ヤ
ズ
ヒ
メ
と
の
婚
姻
を
ど
う
語
る
か



第
四
項

ノ
ボ
ノ
で
の
死
に
向
け
て

第
五
項

白
鳥
の
向
か
う
先

第
六
項

終
り
に

第
二
章

テ
キ
ス
ト
に
と
っ
て
の
歌
の
働
き

―
―
オ
ホ
サ
ザ
キ
を
中
心
と
し
て
―
―

第
一
節

「
嫉
妬
す
る
石
之
日
売
」
と
「
待
つ
女
」
に
定
位
さ
れ
る
女
た
ち

―
歌
に
よ
る
形
象

―

九
四

第
一
項

現
状
の
理
解
と
問
題
点

第
二
項

「
肝
向
ふ
ー
心
」

第
三
項

「
御
諸
の

高
城
な
る

大
猪
子
」

第
四
項

『
古
事
記
』
の
「
猪
」
と
「
石
之
日
売
」

第
五
項

「
怒
」
と
「
嫉
妬
」

第
六
項

「
嫉
妬
」
と
「
待
つ
女
」

第
七
項

結
び

第
二
節

「
ぬ
な
は
く
り
は
ふ
」
と
い
う
こ
と

一
〇
六

第
一
項

研
究
史
と
そ
の
問
題
点

第
二
項

「
は
ふ
」
の
用
例
か
ら

第
三
項

歌
の
理
解
と
し
て

第
四
項

ま
と
め

第
三
節

記
紀
同
一
歌
の
現
れ
よ
う
を
め
ぐ
っ
て

―
―
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
歌
の
働
き
の
問
題
と
し
て
―
―

一
二
二

第
一
項

問
題
の
所
在

第
二
項

允
恭
記
紀

第
三
項

応
神
記
紀

第
四
項

テ
キ
ス
ト
に
と
っ
て
の
歌

第
四
節

吉
野
国
主
の
献
歌
か
ら
見
え
る
も
の

―
―
祭
式
の
構
造
投
影
―
―

一
三
八

第
一
項

序

第
二
項

ほ
む
た
の
ひ
の
み
こ

第
三
項

か
み
し
お
ほ
み
き

第
四
項

「
日
向
」
か
ら
「
吉
野
」
へ
の
接
続

第
五
項

結

終
章

『
古
事
記
』
に
と
っ
て
歌
と
は
何
か

一
五
八

第
一
項

問
題
意
識
を
振
り
返
っ
て

第
二
項

論
じ
た
内
容
の
意
義
づ
け

第
三
項

古
事
記
に
と
っ
て
歌
と
は
何
か

第
四
項

結
び

初
出
一
覧



博士論文の内容を要約したもの 「本文」 

 

いまだ出版契約に至らないものの、５年以内に出版予定であります。 



「
参
考
文
献
一
覧
」
は
、
本
論
文
で
は
凡
例
に
て
示
し
て
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
博
士
論
文
と
同
一
の

も
の
と
す
る
」
と
の
規
定
に
従
い
、
凡
例
を
示
し
ま
す
。

凡
例

一
、
主
な
使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
以
下
の
通
り
。
そ
の
他
は
適
宜
示
し
た
。

『
古
事
記
』
…
…
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
・
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
六
）

『
日
本
書
紀
』
…
…
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
・
訳

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
一
～
三
（
小
学
館
・
一
九
九
四
～

一
九
九
八
）

『
万
葉
集
』
…
…
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
』
一
～
七
（
筑
摩
書
房
・
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
〇
）

『
風
土
記
』
…
…
植
垣
節
也
校
注
・
訳

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
（
小
学
館
・
一

九
九
七
）

『
続
日
本
紀
』
…
…
青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
校
注

新
日
本
古
典
文
学

大
系
『
続
日
本
紀
』
一
～
五
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
九
～
一
九
九
八
）

『
律
令
』
…
…
井
上
光
貞
・
関
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫

日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
（
岩
波

書
店
・
一
九
七
七
）

『
日
本
霊
異
記
』
…
…
多
田
一
臣
『
日
本
霊
異
記
』
上
～
下
（
筑
摩
書
房
・
一
九
九
七
～
一
九
九

八
）

『
神
楽
歌
・
催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
』
…
…
臼
田
甚
五
郎
・
新
間
進
一
・
外
村
南
都
子
校

注

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
神
楽
歌
・

催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
』
（
小
学
館

・
二
〇
〇
〇
）

一
、
本
文
の
引
用
は
原
則
と
し
て
右
出
典
に
基
づ
く
。

一
、
使
用
し
た
『
古
事
記
』
の
テ
キ
ス
ト
及
び
注
釈
書
は
、
以
下
の
通
り
。

次
田
潤
『
古
事
記
新
講
』（
明
治
書
院
・
一
九
五
六
）

倉
野
憲
司

日
本
古
典
全
書
『
古
事
記

祝
詞
』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
八
）

神
田
秀
夫
・
太
田
善
麿

日
本
古
典
全
書
『
古
事
記
』（
朝
日
新
聞
社
・
一
九
六
二
）

尾
崎
暢
殃
『
古
事
記
全
講
』
（
加
藤
中
道
館
・
一
九
六
六
）



土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈

古
事
記
編
』（
角
川
書
店
・
一
九
七
二
）

荻
原
浅
男
・
鴻
巣
隼
雄

日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記

上
代
歌
謡
』
（
小
学
館
・
一
九
七
三
）

山
路
平
四
郎
『
記
紀
歌
謡
評
釈
』（
東
京
堂
出
版
・
一
九
七
三
）

小
野
田
光
雄
校
注

神
道
大
系
『
古
事
記
』（
神
道
大
系
編
纂
会
・
一
九
七
七
）

青
木
和
夫
・
石
母
田
正
・
小
林
芳
規
・
佐
伯
有
清

日
本
思
想
大
系
『
古
事
記
』
（
岩
波
書
店
・
一

九
八
二
）

次
田
真
幸
全
訳
注
『
古
事
記
』（
上
）
～
（
下
）（
講
談
社
・
一
九
七
七
～
一
九
八
四
）

西
宮
一
民
校
注

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
古
事
記
』（
新
潮
社
・
一
九
七
九
）

倉
野
憲
司
・
武
田
祐
吉
校
注

日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
・
祝
詞
』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
八
）

山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
・
訳

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
（
小
学
館
・
一
九
九
七
）

黒
坂
勝
美

国
史
大
系
『
古
事
記
』
新
艇
増
補
新
装
版
（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
八
）

西
宮
一
民
編
『
古
事
記

修
訂
版
』（
お
う
ふ
う
・
二
〇
〇
〇
）

中
村
啓
信
訳
注
『
新
版

古
事
記

現
代
語
訳
付
き
』（
角
川
学
芸
出
版
・
二
〇
〇
九
）

一
、
そ
の
他
、
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
以
下
の
通
り
。

土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈

日
本
書
紀
編
』
（
角
川
書
店
・
一
九
八
六
）
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論
文
の
内
容
の
要
旨 

 

論
文
題
目 
『
古
事
記
』
歌
表
現
の
研
究 

氏
名 

 
 
 

山
﨑 

健
太 

         

本
論
文
に
お
い
て
論
じ
た
の
は
、
題
名
に
も
示
し
た
通
り
、
『
古
事
記
』
に
見
え
る
歌
表
現
に
関
す
る
問
題
で

あ
る
。
『
古
事
記
』
に
見
え
る
歌
表
現
は
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
歌
表
現
と
合
せ
て
「
記
紀
歌
謡
」
と
一
括
さ

れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
な
ぜ
本
論
に
お
い
て
は
「
記
紀
」
で
は
な
く
『
古
事
記
』
に
絞
る
の
か
、

ま
た
「
歌
謡
」
で
は
な
く
「
歌
」
表
現
の
研
究
と
題
す
る
の
か
か
ら
述
べ
る
。 

 

長
く
「
記
紀
」
に
見
え
る
歌
に
関
し
て
「
歌
謡
」
と
い
う
研
究
用
語
が
使
わ
れ
て
き
た
の
は
、
そ
れ
が
声
に
出

し
て
歌
わ
れ
た
実
態
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
理
解
が
一
つ
の
原
因
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
記
紀
」
に
見
え
る
「
歌
」

が
、
所
謂
「
和
歌
」
と
は
異
な
る
表
現
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
く
起
因
す
る
。
緊
密
に
意
味
的
な
接
続
と

完
結
し
た
表
現
を
持
っ
た
「
和
歌
」
に
比
し
て
、「
記
紀
」
の
歌
は
、
そ
の
表
現
に
様
々
な
指
摘
を
さ
れ
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、
歌
詞
の
一
部
、
興
味
関
心
を
も
っ
た
一
部
分
が
肥
大
化
し
て
し
ま
う
こ
と
、
そ
う
い
っ
た
事
態
に

伴
っ
て
論
理
的
展
開
に
必
要
な
情
報
が
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
一
首
と
し
て
表
現
が
完
結
し
て
お

ら
ず
、
拡
散
的
で
あ
る
こ
と
。
そ
う
い
っ
た
諸
々
を
要
因
と
し
て
、「
記
紀
」
の
当
該
場
面
を
離
れ
る
と
歌
表
現

と
し
て
理
解
が
施
せ
ず
、
普
遍
的
で
な
く
、
場
に
限
定
さ
れ
た
一
回
的
な
表
現
で
あ
る
こ
と
。
こ
う
い
っ
た
表
現

性
自
体
を
「
和
歌
」
と
区
別
す
る
た
め
に
「
歌
謡
」
と
呼
称
し
た
り
、
そ
の
表
現
性
の
根
拠
と
し
て
実
際
に
歌
う

具
体
的
な
場
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
歌
謡
」
と
呼
称
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。 

問
題
は
、
そ
の
「
記
紀
歌
謡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
「
記
紀
」
に
、「
歌
謡
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い

点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
記
紀
」
に
見
え
る
歌
は
典
型
的
な
「
歌
曰
」
の
よ
う
な
文
字
列
に
伴
わ
れ
て
一
字
一
音
表

記
で
テ
キ
ス
ト
内
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、「
記
紀
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
ら
を
「
歌
」
と
表
記
し
、
ま
た
、
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扱
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
テ
キ
ス
ト
内
に
あ
る
言
語
表
現
を
学
問
的
に
理
解

し
よ
う
と
し
た
時
に
、「
歌
謡
」
と
い
う
概
念
を
持
ち
込
む
こ
と
の
意
義
は
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
あ

る
歌
表
現
を
一
箇
の
も
の
と
し
て
対
象
と
し
、
そ
の
表
現
性
を
問
お
う
と
し
た
時
に
、
表
現
の
緊
密
性
を
し
て

「
和
歌
」
的
で
あ
る
と
か
、
表
現
の
一
回
的
な
性
格
を
し
て
「
歌
謡
」
的
で
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
説
明
に
は
意
味

が
あ
ろ
う
が
、
テ
キ
ス
ト
が
「
歌
」
で
あ
る
と
記
述
す
る
も
の
を
「
歌
謡
」
と
し
て
読
も
う
と
い
う
議
論
は
留
保

さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
テ
キ
ス
ト
が
「
歌
」
と
記
述
す
る
際
に
、『
古
事
記
』

と
『
日
本
書
紀
』
は
明
か
に
違
っ
た
文
脈
を
形
成
す
る
。
こ
こ
数
十
年
で
、
所
謂
「
記
紀
神
話
」
と
い
う
概
念
に

対
し
て
テ
キ
ス
ト
論
的
視
点
が
持
ち
込
ま
れ
、『
古
事
記
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
「
神
話
」
、『
日
本
書
記
』

と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
「
神
話
」
の
意
味
性
が
そ
れ
ぞ
れ
問
わ
れ
て
き
た
成
果
に
鑑
み
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
「
歌
」
の
概
念
自
体
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
の
よ
う
に
し
て
、『
古
事
記
』
と
い
う
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
「
歌
」
と
い
う
言
語
表
現
様
式
そ
の
も
の
を
問

う
、
と
い
う
問
題
設
定
が
要
請
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
設
定
の
中
で
何
が
見
え
た
の
か
、
ま
た
、
そ

こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
問
題
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
の
か
を
述
べ
る
。 

 

序
章
に
お
い
て
問
う
た
の
は
、『
古
事
記
』
の
「
歌
」
が
登
場
人
物
の
心
情
表
現
、
叙
情
表
現
と
し
て
読
め
る

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。「
記
紀
歌
謡
」
と
呼
称
さ
れ
て
ひ
と
し
な
み
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
中
で
は
、
多

く
「
歌
謡
」
と
「
物
語
」
の
関
係
性
が
問
わ
れ
て
き
た
。
研
究
史
を
整
理
し
た
な
か
に
詳
し
く
述
べ
た
が
、
「
記

紀
」
の
「
歌
謡
」
の
研
究
の
中
で
問
題
と
し
て
立
て
ら
れ
、
か
つ
多
く
議
論
が
重
ね
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
原

因
は
、
テ
キ
ス
ト
の
中
に
あ
る
「
歌
」
を
「
叙
情
表
現
」
と
す
る
枠
の
中
で
の
み
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
「
物
語
」
に
と
っ
て
「
歌
（
歌
謡
）
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
を
立
て
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
「
叙
情
表
現
」

と
す
る
枠
か
ら
は
外
に
出
ず
、
む
し
ろ
そ
の
枠
を
ど
の
よ
う
に
論
理
化
し
て
ゆ
く
か
、
と
い
う
点
に
議
論
は
集
中

し
て
き
た
。
そ
れ
が
何
か
と
い
う
問
を
た
て
て
い
る
よ
う
で
い
な
が
ら
、
結
局
は
一
つ
の
枠
組
を
前
提
し
、
そ
の

枠
組
を
強
化
す
る
方
向
に
議
論
が
集
中
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
古
事
記
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
と

っ
て
「
歌
」
と
い
う
言
語
表
現
は
い
っ
た
い
何
者
で
あ
る
か
を
問
う
本
論
と
し
て
は
、
そ
の
枠
組
み
に
対
し
て
の

問
題
を
提
起
す
る
と
こ
ろ
か
ら
議
論
を
始
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
序
章
で
み
た
の
は
、『
古
事

記
』
の
中
で
、
歌
が
個
人
の
心
情
表
現
と
い
う
以
上
に
、
そ
の
歌
の
表
現
様
式
が
な
に
が
し
か
の
物
事
を
語
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
『
古
事
記
』
の
歌
の
あ
り
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
歌
」
の
表
現
様
式
が
『
古
事
記
』
の
歴
史
叙
述

を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
記
紀
」
の
「
歌
」
が
「
叙
情
表
現
」
で
あ
る
と
い
う
枠
組
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を

序
章
に
立
て
た
後
、
第
一
部
に
は
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
を
め
ぐ
る
歌
を
み
た
。「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
と
い
う
人
物

名
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
双
方
に
見
え
、
特
に
『
古
事
記
』
で
は
歌
に
よ
る
「
叙
情
表
現
」
を
利
用
し
た

文
芸
的
な
物
語
構
成
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
さ
れ
て
き
た
。
序
章
に
お
い
て
「
歌
」
に
関
し
て
そ
の
固
定

的
な
見
方
に
対
す
る
問
題
提
起
が
為
さ
れ
た
上
で
、
再
度
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
の
物
語
の
構
成
に
関
し
て
論
じ
直

す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
方
法
と
し
て
は
特
に
『
日
本
書
紀
』
の
同
じ
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
の
話
の
あ
り
よ
う

と
の
比
較
を
中
心
と
し
た
。
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
と
い
う
人
物
自
体
を
天
皇
に
準
ず
る
存
在

と
し
て
位
置
づ
け
る
か
、
天
皇
の
臣
下
と
し
て
位
置
づ
け
る
か
で
決
定
的
な
現
れ
よ
う
の
差
異
が
あ
る
の
は
よ

く
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
前
提
の
中
で
話
を
構
成
す
る
際
に
歌
が
ど
の
よ
う
に
参
与
し
て
い
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る
か
を
析
出
し
よ
う
と
試
み
た
。
結
果
と
し
て
、『
古
事
記
』
が
「
歌
」
と
い
う
言
語
表
現
を
、
語
り
た
い
内
容

を
示
す
中
心
的
な
装
置
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
た
。
記
紀
の
話
の
あ
り
よ
う
の
様
々
な
差
異
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
が
歌
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
扱
う
か
の
そ
の
態
度
の
差
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
な
に
が
し
か
の
内
容
を
「
歌
」
で
語
ら
せ
よ
う
と
す
る
と
必
然
的
に
『
古
事
記
』
の
テ
キ
ス
ト
の
あ
り

よ
う
に
な
り
、「
歌
」
を
介
さ
ず
に
語
ろ
う
と
す
る
と
必
然
的
に
『
日
本
書
紀
』
の
あ
り
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
す
く
な
く
と
も
『
古
事
記
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
と
っ
て
「
歌
」
は
所
謂
「
心
情
」
や

何
か
を
表
す
た
め
の
一
箇
の
手
段
で
は
な
く
、
語
り
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
歌
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
文
学
的
に
豊
か
な
表
現
が
確
保
さ
れ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
叙
述
の
一
つ
の
あ
り
よ
う
と
し

て
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
こ
ま
で
導
い
た
上
で
、
第
二
章
に
は
「
オ
ホ
サ
ザ
キ
」
を
め
ぐ
る
歌
を
み
た
。
第
一
節
に
お
い
て
は
、
第
一

章
に
み
た
よ
う
に
歌
の
表
現
様
式
が
、
テ
キ
ス
ト
の
語
り
そ
の
も
の
を
規
定
し
て
し
ま
う
構
造
が
「
仁
徳
記
」
に

お
い
て
も
同
様
に
発
現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
二
節
、
第
三
節
に
お
い
て
は
、
記
紀
に
お
い
て
現
れ
よ

う
が
同
じ
に
見
え
る
歌
の
相
互
比
較
を
通
し
て
、『
古
事
記
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
「
歌
」
と
記
述
す
る
際
と
『
日

本
書
紀
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
「
歌
」
と
記
述
す
る
際
の
概
念
の
違
い
を
見
出
し
た
。『
万
葉
集
』
も
含
め
、
同

時
代
的
に
幅
を
も
っ
て
「
歌
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
、
か
つ
、
そ
の
概
念
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
内
に
お
い
て

違
っ
た
現
れ
よ
う
を
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
以
上
を
受
け
た
第
四
節
で
は
、『
古
事
記
』「
応
神
記
」
に
お
い
て
、

歌
が
テ
キ
ス
ト
に
と
っ
て
の
外
部
的
文
脈
で
あ
る
祭
式
を
、
テ
キ
ス
ト
の
構
成
す
る
語
り
の
中
に
引
き
込
ん
で

く
る
媒
介
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
現
実
の
即
位
儀
礼
た
る
「
大
嘗
祭
」
が
、『
古
事
記
』
と
い
う
テ
キ

ス
ト
の
中
に
観
念
的
に
、
ま
た
、
実
体
的
に
投
影
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
影
の
さ
れ
方
が
歌
で
も
っ
て
並
列
的
に

結
実
さ
れ
る
様
子
を
見
る
こ
と
で
、「
歌
」
が
『
古
事
記
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
語
り
を
担
う
レ
ベ
ル
が
、

様
々
に
あ
り
得
た
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

以
上
、
具
体
的
な
『
古
事
記
』
内
の
「
歌
」
の
あ
り
よ
う
か
ら
、「
心
情
表
出
」、
「
叙
情
詩
」
で
は
な
く
、
歴

史
叙
述
に
参
与
す
る
、
あ
る
い
は
歴
史
叙
述
そ
の
も
の
で
あ
り
う
る
「
歌
」
を
み
た
上
で
、
終
章
に
は
全
体
の
議

論
に
お
い
て
見
い
だ
し
た
内
容
を
概
括
し
た
。
序
章
に
研
究
史
を
概
括
し
て
問
題
意
識
を
論
じ
た
こ
と
に
、
ど
の

よ
う
に
こ
た
え
た
の
か
を
整
理
し
た
こ
と
に
な
る
。
長
い
研
究
史
の
中
で
「
記
紀
歌
謡
」
が
「
叙
情
詩
」
と
し
て

論
理
付
け
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
歴
史
的
必
然
性
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
論
が
そ
れ
ら
議
論
を
相
対
化

す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
本
論
に
お
い
て
直
接
に
問
う
た
こ
と
は
、『
古
事
記
』
に
と
っ
て
の
「
歌
」

と
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
が
、
「
歌
」
と
い
う
概
念
が
現
在
に
至
る
ま
で
の
通
底
し
た
一
つ
の
概
念
と
し

て
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
少
な
く
と
も
上
代
に
お
い
て
も
各
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
概
念
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
こ
と
を
最
後
に
振
り
返
っ
た
。
同
時
代
的
に
も
多
様
に
、
ま
た
変
遷

し
な
が
ら
「
歌
」
と
い
う
概
念
が
あ
り
、
そ
れ
を
テ
キ
ス
ト
ご
と
に
見
定
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め

て
確
認
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

概
略
を
述
べ
て
く
る
形
を
取
っ
た
が
、
端
的
に
ま
と
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
歌
」
と
い
う
言
語
表
現
様
式
に
対

し
て
研
究
史
の
中
で
固
定
化
さ
れ
た
「
叙
情
詩
」「
心
情
表
出
」
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
問
い
直
す
一
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、『
古
事
記
』
の
中
に
お
け
る
「
歌
」
の
働
き
を
分
析
し
、
違
っ
た
現
れ
よ
う
を
導
く
と
い
う
こ

と
を
、
全
体
を
通
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。 
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